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第 4 章では，磁極間隙を狭めて強L、磁場を得るために，電場走査に用いる多極電極の高さを縮小するO 解析的に表
現された扇形場と，表面電荷法で数値計算した場について，中心軌道からの変位の高次項と電極電位設定との関係を
詳細に検討している。
第 5 章では，第 2 章で導いた軌道方程式を用い，多極電極重畳場の高次収差を計算・評価を行うためのプログラム
を開発している。さらに磁場15000ガウス以上が可能なように磁極間隙を25rnrnまで縮小した重畳場に 8 極子電場を挿
入し直線軌道部分で 6 極子電極を挿入することで， 10μm 以下に集束可能なことを示している。
第 6 章では，上記の検討結果に基づいて重畳場質量分析器を試作しその結果をまとめている。磁場強度3500ガウ
ス，イオン軌道半径15cmの系で，質量数が800までの領域で質量数測定精度として::to. 1，質量数が1500 と 3600におい
















量数800までの領域で分解能800，質量数1500 と 3600において::t 1, :t 10の測定精度を得ている。また 8 極子電場を
重畳し，磁極間隙30mm と 25mmの両方において，分解能3300を得て，同程度の軌道回転半径をもっ通常の磁場走査型
質量分析器の測定質量数上限値より約 1 桁高め得ることを示している。
以上の様に本論文は広域高質量分析の分野での有用な知見を与えるものであり， この分野の発展に貢献するところ
が大き~ '0 よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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